
グループワーク　内容まとめ
第1回 ゆるラボ多職種連携研修会
特定非営利活動法人（設立準備中）ゆるやか連携ラボ

第1回 研修会

2026年4月9日（木）
あかし保健所 1階多目的ホール

ワーク①　オープニングワーク

前半 約20分 現場のモヤモヤ・伝えにくさを書き出す

形式 5〜6人の小グループ（A〜E班）。記録用紙に個人で書き出した後、グループで共有

テーマ
①最近「困ったな・伝わらなかったな」と感じたエピソード　②その時のモヤモヤ　③なぜ伝えにくかったか
（背景）

どんな内容が出たか

多くの班に共通していたのは、仕事量の多さとシャドーワーク（本来業務外のことを担わざるをえない状況）への疲弊感

でした。「何でもケアマネに」という構造的な問題や、ヘルパーが家族の食事を作っている、引き継ぎケースで業務範囲

が曖昧なまま引き継がれるといったエピソードが挙がりました。また医師・多職種間のコミュニケーションの難しさとし

て、Dr地域連携との連絡が16時で途絶える、FAXを送っても返事が来ない、先生の字が読めない、という声が複数の班で

重なりました。伝えにくさの背景としては「相手との関係が悪くなるのが怖い」「自責してしまう」「立場の上下を感じ
て言えない」という声が目立ちました。

制度・仕組みのカベ

シャドーワーク / 仕事量が多い / 業務範囲が曖昧 / 行政手続き
の代行 / 引き継ぎケースの問題

コミュニケーションのズレ

Dr・地域連携との連絡が届かない / FAX返信なし / Drの字が読
めない / 本人と家族の意向が違う

伝えにくさの原因

関係が悪くなるのが怖い / 自責してしまう / 立場の上下を感じ
る / 「どうせ変わらない」という諦め感

患者・家族との関係

本人の自己決定が尊重されにくい / 家族からのクレーム / 介護
者の気持ちと本人の気持ちの板挟み

ワーク②　意見交換ワーク

後半 約20分 悩みから「武器」へ——アイデアを出し合う

形式 同じグループで引き続き記録用紙に記入・共有。グループで自由にアイデアを出し合う

テーマ ①解決したい悩み（n=1）　②なぜ難しいのか（背景）　③欲しいツール・ルールのイメージ

どんな内容が出たか

悩みとしては、オープニングワークの内容をさらに深める形で、「断れない・役割範囲を超えざるをえない」「困難事例

をひとりで抱える」「情報が届かない・伝わらない」といったテーマが中心でした。「なぜ難しいか」の背景として、断

ると関係が壊れる・専門外になると理解が難しい・自責になりやすい、という声が多く出ました。欲しい「武器」として

は、役割を明示した共通チラシ・リーフレット、多職種で使える共通書式、AIを活用した事務処理の効率化、事例集・ク

レーム対処法の共有など、具体的なアイデアが各班から出ました。記録用紙は回収し、後日ゆるラボがまとめて公開・活
用していきます。

出てきた「武器」アイデア（ツール系）

ケアマネ役割明示のリーフレット / できること・できないこと
の共通チラシ / 医療連携シート / 多職種向けチャットツール活
用ルール

出てきた「武器」アイデア（仕組み系）

AIによる文字起こし・事務処理効率化 / 困難事例算定の仕組み
/ 成功事例・クレーム対処法リスト / 第三者に相談できる場



今日のワークから

FROM TODAY'S WORK

今日出てきた悩みとアイデアは、ゆるラボが回収・整理し、今後の研修会や事業づくりに活かしていきます。「正解はない、あ

ったらいいなを素直に出す」——その積み重ねが、明石の現場を変える第一歩です。
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